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令和２年第１回四市複合事務組合議会定例会会議録 

 

◎議事日程 

  令和２年２月19日（水） 

   午後２時開議 

諸般の報告（議案の送付、出席通知） 

管理者の招集挨拶 

第１ 議案第１号 令和２年度四市複合事務組合予算 

第２ 議案第２号 四市複合事務組合職員定数条例 

第３ 議案第３号 四市複合事務組合会計年度任用職員の給与等に関する条例 

第４ 議案第４号 専決処分の承認を求めることについて 

        （四市複合事務組合非常勤の特別職の職員の報酬等に関する条例及び四市複合事務組合特別職の職員の

給与等に関する条例の一部を改正する条例） 

第５ 議案第５号 公平委員会委員選任の同意を求めることについて 

第６ 会議録署名議員の指名 

       …………………………………………………………………………………………………… 

◎本日の会議に付した事件 

 議事日程のとおり 

 

 

     午後２時１分開会 

   ────────────────── 

○議長（江野澤隆之議員） 出席議員数が定足数に達

しておりますので、ただいまから、令和２年第１回四

市複合事務組合議会定例会を開会いたします。 

   ────────────────── 

○議長（江野澤隆之議員） これより会議を開きます。 

 議事日程は、お手元に配付したとおりであります。 

   ────────────────── 

○議長（江野澤隆之議員） この際、諸般の報告をい

たします。 

 報告事項は、お手元に配付したとおりであります。 

     ［諸般の報告は巻末に掲載］ 

   ────────────────── 

○議長（江野澤隆之議員） ここで、管理者に定例会

招集の挨拶をお願いいたします。 

   ────────────────── 

○管理者（松戸徹市長） 本日ここに、令和２年第１

回四市複合事務組合議会定例会を開催するに当たりま

して一言御挨拶を申し上げさせていただきます。 

 本日は各市の議会が始まる中、お集まりいただきま

して、まことにありがとうございます。 

 また、日ごろより四市複合事務組合の事業に対しま

して、深い御理解と多大な御協力をいただいておりま

すことを改めて感謝申し上げる次第でございます。 

 本日、御審議をお願いいたしますのは、令和２年度

四市複合事務組合予算、四市複合事務組合職員定数条

例、四市複合事務組合会計年度任用職員の給与等に関

する条例、専決処分の承認を求めることについて、公

平委員会委員選任の同意を求めることについての５案

件でございます。これらの案件につきまして、御審議

の上、御賛同賜りますようお願いを申し上げます。 

 最後に、本組合の長年の懸案でございました第２斎

場整備事業につきましては、昨年10月にしおかぜホー
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ル茜浜を供用開始することができました。これまで皆

様方に多大なる御支援をいただきましたこと、改めて

厚く御礼を申し上げる次第でございます。 

 また、馬込斎場におきましては、来年度から大規模

改修工事を計画しております。 

 そのほか、新型コロナウイルスの関係でございます

けれども、三山園におきましては面会の際のマスクの

着用ですとか手洗い、そしてまた、手指消毒の徹底等

を、また、両斎場におきましても手指消毒の配備をし

て、御来場いただいた方にそれをやっていただく等の

徹底を図っておりますけれども、これについては今後

もしっかりと対応して、リスクを可能な限り避けるこ

とに努めていきたいと思います。 

 引き続き皆様方の御理解と御支援をいただく中で、

この四市の事業を進めてまいりますので、今後ともよ

ろしくお願い申し上げます。ありがとうございました。 

   ────────────────── 

○議長（江野澤隆之議員） これより日程に入ります。 

 日程第１、会期決定の件を議題といたします。 

 お諮りします。 

 本定例会の会期は、本日１日としたいと思います。

これに御異議ございませんか。 

     ［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（江野澤隆之議員） 異議なしと認めます。 

 よって、本定例会の会期は、本日１日と決しました。 

   ────────────────── 

○議長（江野澤隆之議員） 日程第２、議案第１号令

和２年度四市複合事務組合予算を議題といたします。 

     [議案第１号は巻末に掲載] 

○議長（江野澤隆之議員） 提出者から説明を求めま

す。 

 事務局長。 

○事務局長（只縄浩之） 議案第１号令和２年度四市

複合事務組合予算について、お手元の令和２年度四市

複合事務組合予算書にて説明いたします。 

 １ページをお開きください。 

 第１条として、令和２年度の歳入歳出予算総額は歳

入歳出それぞれ16億4,578万9,000円を計上します。 

 ９ページをごらんください。これは前年度予算52億

6,074万2,000円に対して36億1,495万3,000円の減額と

なり、率にして68.7％の減となります。 

 １ページに戻っていただき、第２条として、地方自

治法第292条において準用する同法第214条の規定によ

り債務負担行為を定めるものです。 

 ４ページをごらんください。第２表債務負担行為の

とおり、馬込斎場大規模改修工事監理業務委託料と馬

込斎場大規模改修工事費として、期間は令和２年度か

ら４年度の３年間で、限度額はそれぞれ3,800万円と20

億3,000万円に消費税及び地方消費税を加えた額とし

ています。 

 １ページに戻っていただき、第３条として、地方自

治法第292条において準用する同法第230条第１項の規

定により、地方債を起こすことについて定めるもので

す。 

 ５ページをごらんください。第３表地方債のとおり、

特別養護老人ホーム三山園整備事業として限度額620

万円を計上しています。 

 １ページに戻っていただき、第４条として、地方自

治法第292条において準用する同法第235条の３第２項

の規定により、一時借入金の借り入れの最高額を前年

度と同額の7,000万円と定めるものです。 

 それでは、令和２年度歳入歳出予算について、９ペ

ージからの歳入歳出予算事項別明細書により説明いた

します。 

 ９ページから11ページは歳入及び歳出の総括表とな

っています。 

 12、13ページをお開きください。歳入予算について

説明いたします。 

 初めに、１款サービス収入です。これは、特別養護

老人ホーム三山園に係る介護報酬の公費分の介護給付

費収入と利用者の自己負担金収入を合わせたサービス

収入合計として５億721万3,000円を計上しました。前

年度に比べて65万円、0.1％の増となり、前年度予算と

ほぼ同額の予算計上となります。 

 次に、２款分担金及び負担金は８億827万7,000円を

計上しました。前年度に比べて８億3,953万2,000円、

50.9％の減となります。これは関係４市からの分賦金

で、内訳は議会、総務に係る共通経費と斎場の管理運
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営費、それから施設整備費として、三山園の起債償還

金及び施設等整備基金積立金、また、しおかぜホール

茜浜の起債償還金として負担していただく費用となり

ます。 

 １目民生費負担金は三山園に関する分賦金で、議

会・総務費の前年度からの繰越金を減額で見込んだこ

とにより１億6,829万6,000円を計上し、前年度に比べ

て646万1,000円、4.0％の増となります。 

 ２目衛生費負担金は斎場に関する分賦金で、第２斎

場整備費が皆減となったことなどから６億3,998万

1,000円を計上し、前年度に比べて８億4,599万3,000

円、56.9％の減となります。 

 なお、関係市分賦金の算出表は43ページのとおりと

なっています。 

 12ページに戻っていただき、３款使用料及び手数料

は１億8,395万6,000円を計上しました。前年度に比べ

て3,126万1,000円、20.5％の増となります。主な理由

としては、２目斎場使用料について、馬込斎場では減

額となるものの、しおかぜホール茜浜では１年間分の

予算計上となることから増額を見込み、3,236万8,000

円の増額となったことなどによるものです。 

 次に、14、15ページをお開きください。 

 ４款財産収入は、基金運用収入と財産貸付収入とし

て265万円を計上しました。前年度の7,000円から大幅

な増額となっているのは、しおかぜホール茜浜が昨年

10月に供用開始となり、その売店貸付料を新たに計上

したことによるものです。 

 次に、５款寄附金は、民生費寄附金として5,000円を

計上しました。 

 次に、６款繰入金は、三山園における令和２年度末

定年退職者に係る退職手当の財源として、退職手当基

金から1,801万円の繰り入れと、三山園の施設等の整備

に要する費用として、三山園施設等整備基金から733

万円の繰り入れを計上しました。 

 次に、７款繰越金は、議会費、総務費、民生費及び

衛生費の前年度からの繰越金として１億681万6,000円

を計上しました。 

 次に、８款諸収入は、斎場の納骨容器等の実費頒布

による収入が主なもので533万2,000円を計上しまし

た。 

 次に、９款組合債は三山園整備事業に係る民生債を

620万円計上したものの、しおかぜホール茜浜に係る衛

生費が皆減となったことから減額となりました。 

 続きまして、歳出予算について説明いたします。 

 説明の前に、予算科目について１つ御報告いたしま

す。四市複合事務組合では、令和２年度予算から、地

方自治法施行規則の一部を改正する省令に基づき、予

算科目から７節の賃金を削除し、以降の節番号を繰り

上げておりますので、よろしくお願いいたします。 

 それでは、16、17ページをお開きください。 

 １款議会費は、組合議員報酬及び議会運営に要する

経費として127万2,000円を計上しました。前年度に比

べて158万6,000円、55.5％の減となります。主な理由

としては、新設した斎場を中心に議員視察を行ってま

いりましたが、しおかぜホール茜浜が供用開始したこ

とから、議員調査旅費及び随行職員調査旅費が皆減と

なったことによるものです。 

 次に、18、19ページをお開きください。 

 ２款総務費は、特別職及び事務局職員の人件費と組

合事務局に係る運営経費などで２億1,233万3,000円を

計上しました。前年度に比べて119万3,000円、0.6％の

減となります。主な理由としては、19ページの２節給

料、３節職員手当等、４節共済費において、会計年度

任用職員に係る期末手当の新規計上があるものの、第

２斎場整備室に派遣されていた船橋市職員２名分の人

件費が皆減となったことなどにより、前年度に比べて

1,510万2,000円の減となりました。 

 11節役務費においては、第２斎場整備に係る資金調

達契約手数料の皆減などにより、前年度に比べて843

万4,000円の減となりました。 

 18節負担金補助及び交付金においては、関係市派遣

職員負担金の新規計上などにより、前年度に比べて

1,950万8,000円の増となりました。 

 次に、20、21ページをお開きください。３款民生費

は、特別養護老人ホーム三山園の管理運営に要する経

費で６億2,369万5,000円を計上しました。前年度に比

べて8,693万1,000円、16.2％の増となります。 

 民生費の内訳としては、１目老人福祉総務費は、主
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に三山園職員の人件費などで４億3,520万3,000円を計

上し、前年度に比べて8,166万2,000円、23.1％の増と

なりました。これは会計年度任用職員に係る期末手当

及び三山園看護職員１名の定年退職に伴う退職手当を

新規計上したことと、時間外勤務手当、夜間勤務手当

が増額になったことなどによるものです。 

 なお、この中には賃金の一部未払いについて、２年

遡及して追加支給する分も含まれています。 

 次に、２目老人福祉施設費は、三山園の長期入所事

業、ショートステイ事業、デイサービス事業に要する

経費及び施設の維持管理の経費で１億8,849万2,000円

を計上しました。前年度に比べて526万9,000円、2.9％

の増となります。主な理由としては、10節需用費にお

いて、電気料とガス料の単価の上昇による増額、それ

から施設修繕料及びその他修繕料において、電話交換

設備修繕や業務用洗濯機修繕などを計上したことなど

により、前年度に比べて755万1,000円の増となりまし

た。 

 12節委託料においては、平成29年度から31年度にか

けて債務負担行為を設定していた調理業務委託料につ

いて、契約更新年度であることから、設計額で計上し

たことなどにより、前年度に比べて809万3,000円の増

となりました。また、前年度に工事請負費として計上

していた３階バルコニー防水工事などが皆減となりま

した。 

 24、25ページをお開きください。４款衛生費は馬込

斎場及びしおかぜホール茜浜の管理運営に係る経費で

５億3,726万6,000円を計上しました。前年度に比べて

37億1,042万5,000円、87.4％の減となります。 

 衛生費の内訳としては、１目斎場総務費は、主に斎

場職員の人件費などの経費で7,104万7,000円を計上し

ました。前年度に比べて1,084万3,000円、13.2％の減

となります。これは、前年度に計上していた定年退職

者１名に係る退職手当が皆減となったことなどによる

ものです。 

 ２目斎場施設費は、斎場施設の維持管理に要する経

費で４億6,621万9,000円を計上しました。前年度に比

べて2,517万8,000円、5.7％の増となります。主な理由

としては、10節需用費において、消耗品費、施設修繕

料で減額となるものの、しおかぜホール茜浜に係る光

熱水費を１年分として計上したことにより光熱水費が

増額となり、前年度に比べて2,721万1,000円の増額と

なりました。 

 11節役務費においては、しおかぜホール茜浜に係る

施設管理手数料を１年分として計上したことなどによ

り、前年度に比べて1,165万1,000円の増額となりまし

た。 

 12節委託料においては、しおかぜホール茜浜に係る

清掃委託料、警備委託料及び施設管理委託料を１年分

として計上したことなどにより増額となるものの、前

年度に計上した馬込斎場大規模改修工事実施設計委託

料が皆減となったことなどから、前年度に比べて414

万4,000円の減額となりました。 

 また、前年度に備品購入費として計上していたしお

かぜホール茜浜に係る斎場予約システム関連備品及び

自動車購入費が皆減となりました。 

 26、27ページをお開きください。第２斎場整備費は

整備が終了しましたので、皆減となりました。 

 28、29ページをお開きください。５款公債費は２億

4,325万1,000円を計上しました。 

 公債費の内訳としては、１目元金は２億2,276万

8,000円を計上し、前年度に比べて１億2,274万7,000

円、127.7％の増となります。主な理由としては、前年

度において計上していた馬込斎場における平成16年度

債の償還が終了したものの、三山園における平成30年

度債としおかぜホール茜浜における平成28年度債及び

平成29年度債を新たに計上したことなどによるもので

す。 

 ２目利子は2,048万3,000円を計上し、前年度に比べ

て425万5,000円、17.2％の減となります。主な理由と

しては、三山園における償還額が減少し、前年度にお

いて計上していた馬込斎場における平成16年度債の償

還が終了したものの、しおかぜホール茜浜における平

成31年度債を新たに計上したことや、前年度当初予算

では概算で計上していたしおかぜホール茜浜の平成30

年度債を実績で計上したことによる差額などにより減

額となるものです。 

 30、31ページをお開きください。６款予備費は2,797
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万2,000円を計上しています。 

 32ページから37ページまでは給与費明細書となって

います。 

 38、39ページは、令和２年度に債務負担行為をする

事業についての調書となっています。 

 40ページは地方債の調書で、前々年度末の残高は62

億2,967万3,000円となり、前年度の残高見込み額87億

8,585万2,000円、当該年度の新たな起債で620万円、当

該年度中に元金２億2,276万8,000円を償還し、当該２

年度末の残高見込み額は85億6,928万4,000円となって

います。 

 以上が令和２年度の歳入歳出予算の説明となりま

す。 

   ……………………………………………… 

○議長（江野澤隆之議員） これより質疑に入ります。 

 なお、質疑の際は、できるだけ予算書のページを添

えていただくとわかりやすいと思いますので、よろし

くお願いいたします。 

 質疑ありますか。 

 清水議員。 

○１番（清水聖士議員） 今の予算の説明の中で、４

ページに馬込斎場の債務負担行為というのが20億ござ

いますけれども、それに関してちょっと２点お尋ねさ

せていただきたいんです。 

 これまで馬込斎場の御説明があったかと思うんです

けれども、申しわけないんですけれども、確認の意味

を含めて、馬込斎場のどの設備がいつからいつまで使

えないのかというのが１点。 

 ２点目に、使えない場合、その近くの住民の皆さん、

特に鎌ケ谷市民とか船橋市北部の市民の皆さんが使え

なくなって、その方々は習志野の新しい斎場まで距離

があるものですから、そういう方々に対して、どのよ

うな不便を軽減するような対応をされるお考えかとい

う、その２点をお尋ねしたいと思います。 

○議長（江野澤隆之議員） 副参事。 

○副参事（蕨孝之） 今、実は実施設計を行っており

ます。実施設計が３月末でできた後に、今後、具体的

に細かい運営を斎場と打ち合わせして決めていきたい

と考えておりまして、今時点、正直言いまして、どう

いうふうにしていくかということは全く考えていない

状況であります。 

 ただ、地域ごとに線を引いて優先的にというのもち

ょっと難しいかなと思うところもあります。例えば習

志野市の方でも、船橋市内の民間の斎場施設を使った

ときには馬込のほうが近いとか、いろいろなケースが

あると思います。それも含めて、今後各市の斎場担当

の方と、実質、実施設計が上がってきた段階で、こう

いう形でということで相談しながらやっていきたいと

思っております。 

 あと火葬炉につきましては、火葬需要に対応するた

めに一部運営しながらやっていきたいと考えておりま

すが、式場については、やはり騒音が出るということ

もありますし、火葬ですと御親族の方とか、ある程度

特定はできるんですが、式場利用者ですと、お通夜と

か告別式ですと特定多数といいますか、長い時間のス

パンにわたって人が訪れるということになれば、やは

り安全上の不測の事態のことも考えられますので、基

本、式場については２年間、工事期間中は閉鎖させて

いただきたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（江野澤隆之議員） 清水議員。 

○１番（清水聖士議員） 詳細については、判明次第、

お知らせいただきたいということが要望の１点で、２

点目の要望としては、そうは言っても、新しい習志野

の斎場に一番遠いのが鎌ケ谷市で、それと船橋市北部

の住民は遠いので、可能な範囲で、そういう不利益を

こうむる方々への便宜というか、何らかの対応は要望

させていただきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（江野澤隆之議員） 他に質疑ありませんか。 

 岩井議員。 

○６番（岩井友子議員） 私も馬込斎場の改修工事の

ことで伺いたいんですけれども、２年間、式場を閉鎖

するということは、ここを使っている地域の人たちに

とってみると非常に重大なことになります。この式場

を使っている方々というのは、例えば茜浜のほうにお

通夜のときに行けるかといったら、行けない地域なん

です。葬家であれば、茜浜だろうが、どこだろうが、
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行くかもしれないですけれども、お通夜のお参りにい

らっしゃる方々というのは、遠ければ行くことができ

なくなってしまうということで、この地域は公共式場

が使えなくて民間式場しかないという状況になってし

まいます。 

 それで、この公共式場は市民が使っているだけでは

なくて、この公共式場を使って、いろんな業者さんた

ちもここで仕事をしているわけです。地域経済にとっ

ても、２年間、ここで全くできなくなってしまうとい

うのは大変重大な影響が出ることなんですが、そうい

うことを前提に、そのことをわかって、こういう事業

のやり方をとったのかどうか。そこのところが十分協

議されているのか。今、清水議員が質問されましたけ

れども、各市との間できちっと協議をやって、この工

事設計なりというのがやられているのかどうか。そこ

はどういう協議を行ってきたんですか。 

○議長（江野澤隆之議員） 馬込斎場長。 

○馬込斎場長（吉野成重） 馬込斎場長です。工事の

設計側から、当初、工事の安全性やコスト、また工事

短縮の観点から、全館休館という形での改修計画が提

示されたところではあります。ただ、工事短縮という

のは利用者のこともありますし、今お話にもありまし

た工事となりますと、工事車両等の騒音または出入り

ということで、近隣の皆様への影響等もありまして、

その辺も検討はした次第です。 

 ただ、先ほど清水議員からもありましたような、鎌

ケ谷市、船橋市の方々全てに茜浜で補うという形をと

りますと、そこは火葬を全部受け入れることがかなり

難しい。一部を何とか稼働しながら計画ができないか

ということでも検討はしてきた次第です。 

 そうした中で先ほども申し上げましたけれども、工

事の安全性、また、そういう意味では、利用者に何か

あってはいけないということを優先に考えまして、式

場棟、それと火葬棟の動線が複雑になってしまう。ま

た、来場者がふえることによりまして災害発生の懸念

があるということを第一に考え、駐車場の利用等も改

修計画に入っておりますので、そういった工期、工事

で発生する振動等、影響を考えまして、これらの結果

としまして最低限火葬だけは行おうということで、私

どもとしましても、関係市との協議を重ねた中で、大

変申しわけありませんが、式場については現在のよう

な形になった次第なんです。 

○議長（江野澤隆之議員） 岩井議員。 

○６番（岩井友子議員） 関係市と協議をしたという

ことなんですけれども、それでは、例えば式場を２年

間閉鎖することについて、船橋市からどういう要望が

上がりましたか。 

○議長（江野澤隆之議員） 管理次長。 

○管理次長（村山芳和） 現在の段階では、船橋市さ

んからの要望はまだ上がってきておりません。関係市

との協議をした中でと答弁いたしましたが、実際は、

昨年、火葬については制限せざるを得ないと。式場に

ついては、２年間は使用ができないということは説明

したんですけれども、それは口頭での説明でありまし

て、書面をもってやったということではありません。 

 その中で、数年前になりますけれども、馬込斎場の

外壁のタイルなんですけれども、結構浮いていたとき

がありまして、ドリルで穴をあけて落下防止の工事を

行ったことがあります。ドリルで穴をあけるだけであ

っても結構振動とか騒音が建物内部に響きまして、式

場利用者から苦情がたくさん来ました。そういう状況

の中で、今度は外壁タイルを全部はつりますので、そ

れには比べ物にならない騒音、振動が発生することが

予測されますので、やむなく式場については利用は控

えると。今後、実際に工事をやってみる中で、この程

度であったら可能だとか、そういう判断できることが

ありましたら、またその時点で検討してまいりたいと

思いますが、現段階としては、前の経験もありますし、

安全性等のことも考えまして、式場については利用は

中止せざるを得ないということで今進んでおります。 

 以上でございます。 

○議長（江野澤隆之議員） 岩井議員。 

○６番（岩井友子議員） 騒音ですとか安全性を考え

て、現段階では閉めざるを得ないという判断に立って

いるというのはわかるんですけれども、ただ、まだ着

工まで１年あるわけです。もっと工法で工夫ができな

いのかだとか、式場を閉鎖する期間を短縮できないの

かだとか、そういう検討はぜひやっていただきたいの
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と、あわせて、もし仮に２年間、閉鎖せざるを得ない

ということであれば、仮設の式場をつくるということ

も検討すべきじゃないかと思います。今までそういう

検討はしてなかったので突然の提案になるかと思うの

で、この場ですぐとはならないかもしれないですけれ

ども、関係する自治体があるわけですから、そういう

ところの声を聞きながら仮設の式場をつくるというこ

とも検討していただきたいんですけれども、いかがで

しょうか。 

○議長（江野澤隆之議員） 副参事。 

○副参事（蕨孝之） 式場の仮設ではございませんが、

火葬中の控室。要は、やはり工事中に火葬棟から控室

まで動くということは安全上問題があるんじゃないか

ということで、実を言いますと、駐車場に仮設を建て

ようかという検討もしてまいりました。しかしながら、

やはり外構工事をしているときに、仮設のところから

例えば火葬棟のほうに動くとか、そういうときの安全

面ではなかなか難しいものがあるということで諦めた

経緯があります。式場棟の仮設となりますと、先ほど

言いましたとおり、火葬と比べましても、やはり一般

の方というか、親族以外の方がある程度の時間の幅を

持って訪れるということもありますので、なかなか難

しい面はあるかと思いますが、先ほど管理次長のほう

からも話がありましたとおり、実施設計が終わりまし

て、どういうふうに短縮できるのかも含めて検討して

まいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（江野澤隆之議員） 他に質疑ありませんか。 

 入沢議員。 

○11番（入沢俊行議員） それでは、２点質問させて

いただきたいんですけれども、１点目が、説明でもあ

りましたが、20ページの三山園の労基署から是正勧告

があった手当等の件です。来年度予算では時間外手当、

夜間勤務手当等の増額を見込んでいるということで説

明があったんですけれども、それも含めて、今年度の

取り組み状況と来年度の取り組みはどのように考えて

いるのか伺います。 

○議長（江野澤隆之議員） 管理次長。 

○管理次長（村山芳和） 昨年の８月の定例会以降の

対応なんですけれども、是正勧告の未払い賃金分につ

きまして、９月と12月に1,445万5,440円支払っており

ます。続きまして、勧告外にはなりますけれども、２

年の遡及分といたしまして、こちらについては令和２

年度予算の職員手当等に計上しております。 

 取り組みにつきましては、12月から職員に対してヒ

アリングを始めました。それについては現在完了して

おりますが、あと退職者へのヒアリングについて、郵

送いたしまして申告の有無の確認をとりまして、希望

者にはヒアリングを行って支払いをするという予定

で、支払い時期につきましては、人数と計算量が多い

ものですから、頑張って早目に対応してまいりたいと

思いますけれども、４月中もしくは５月中に支払えれ

ばということで今考えております。 

 以上でございます。 

○議長（江野澤隆之議員） 入沢議員。 

○11番（入沢俊行議員） はい、わかりました。 

 もう１点伺いたいのが、ページで言うと24ページ、

斎場費のところです。しおかぜホール茜浜がオープン

しました。前回の議会の中で私のほうから、大変交通

不便であるということで、何らかの送迎バスなどを出

していただきたいということを要望させていただきま

したが、まず、利用に際してどういった利用をしてい

るのか、利用者のアンケートをとって意向を調査して

いきたいということで、その際回答があったんですけ

れども、その取り組みはどのような結果になったのか

伺います。 

○議長（江野澤隆之議員） 第２斎場整備室長。 

○第２斎場整備室長（藤沢徹） お答えいたします。 

 前回の定例会から、実際に10月８日に供用開始をし

てから現在まで３点ほど調査等をさせていただきまし

た。 

 １点目につきましては、比較的火葬件数が多い日、

あと夜間、お通夜が比較的多い日を選定し、調査をさ

せていただく。２点目につきましては、馬込斎場同様、

受付窓口に御意見箱等を設置させていただいています

ので、書面による御意見の件数の把握。最後、３点目

につきましては、供用開始してからまだなかなか周知

がされてない状況の中で、電話等のお問い合わせに際
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して、最寄りの駅からタクシーを御利用くださいとい

う御案内の中で、不便ですねという一言が何かあった

件数を把握しているところです。 

 その結果でございますけれども、まず、日中の火葬

の件数がある程度多い日を選定というところで、実際、

火葬件数が19件。その日、告別式は１件だったんです

けれども、こちらのほうをカウントさせていただきま

した。来場者数が228人、うちタクシー利用は１台、１

人、自家用車が86台、114人、葬祭業者のマイクロバス

が13台、113人、こういった内訳でございます。 

 もう１点、近々なんですけれども、２月15日土曜日

にお通夜が２件入りましたので、こちらのほう、夜間、

これは15時以降になりますけれども、調査をさせてい

ただきました。結果としましては、来場者が57人、う

ちタクシーが７台、15人、自家用車が26台、41人、入

り口から徒歩で入られた方が１人。これが入り口のほ

うで調査をさせていただきましたので、実際に駅から

歩いてこられたのか、コミュニティバスの海浜公園か

ら歩いてこられたのか、はたまた入り口手前の公園の

駐車場にとめて入られたのか、その辺は申しわけござ

いません、そこまで確認し切れてないんですけれども、

歩いてこられた方が１人という結果でございます。 

 ２点目としまして、御意見箱の書面によるそういっ

た要望等につきましては、１件もございません。 

 ３点目、最後になりますが、電話窓口等の意見集約

ということで、これは供用開始すぐということではな

く、大変申しわけないんですけれども、11月21日から

１月24日までの集計でございますが、約２カ月間で15

件の御意見がございました。その内訳としましては、

新習志野駅もしくはＪＲ津田沼駅からの、そういった

不便ですねというお話が14件、あとコミュニティバス

の終点、海浜公園からという問い合わせが１件、合計

15件、このような結果となっております。 

 以上でございます。 

○議長（江野澤隆之議員） 入沢議員。 

○11番（入沢俊行議員） もう１点ですが、しおかぜ

ホール利用者の住所ですね。習志野市や他市の皆さん

の利用の割合をちょっと伺いたいんですけれども、お

願いします。 

○議長（江野澤隆之議員） しおかぜホール茜浜斎場

長。 

○しおかぜホール茜浜斎場長（白土太） 利用者の区

分になりますが、これは１月末までの数字で、火葬で

船橋市の方が32.6％、習志野市の方が36.7％、八千代

市の方が26.2％、鎌ケ谷市の方が1.3％、４市外の方が

3.2％となっております。 

○議長（江野澤隆之議員） 入沢議員。 

○11番（入沢俊行議員） 来られる方の足なんですけ

れども、自家用車を利用している方が結構な数あるの

かなということと、当初、習志野の方が大部分で、八

千代や船橋の方は余り利用しないのではないかという

話も聞いていたんですが、そうではなくて、船橋、八

千代の方も結構使っているということですので、ぜひ

送迎バスであるとか、ほかの方法も含めた今後の利便

性について検討していただきたいと思うんですけれど

も、来年度はどのような検討調査をされるのか伺いま

す。 

○議長（江野澤隆之議員） 第２斎場整備室長。 

○第２斎場整備室長（藤沢徹） 今お話をした３点の

検証は引き続きさせていただきます。 

 あと、ちょっとずれてしまうかもしれないんですが、

来年度予算の中で交通量調査を御承認いただければ進

めていきたいと考えております。こちらにつきまして

は、交通手段の関係も若干入っていますし、あと、今

回御質問ではないんですけれども、信号機の設置の関

係も含めて、実は平成27年度に交通量調査を一度行っ

ていますので、それをもって習志野警察のほうに要望

を上げているんですけれども、それよりも供用開始し

た後のほうが交通量は多くなっているはずですので、

その辺も含めて交通量調査を改めてさせていただきた

いと思います。その辺も相対的に見まして、ただ、最

終的に送迎となりますと御負担いただくのが関係市と

いうことになりますので、慎重に関係市の担当の方等

も含めて十分に協議して進めていきたいと思います。 

○11番（入沢俊行議員） ぜひよろしくお願いします。 

 以上です。 

○議長（江野澤隆之議員） よろしいですか。 

○11番（入沢俊行議員） はい。 
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○議長（江野澤隆之議員） 他に質疑はありませんか。 

     ［「質疑なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（江野澤隆之議員） 質疑なしと認めます。 

 よって、質疑を終結します。 

   ……………………………………………… 

○議長（江野澤隆之議員） これより討論に入ります。 

 なお、討論は反対討論と賛成討論を交互に行います。 

 討論はありますか。 

    ［「はい」と呼ぶ者あり］ 

○議長（江野澤隆之議員） まず、反対討論の方の発

言を許します。 

     ［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（江野澤隆之議員） 次に、賛成討論の方の発

言を許します。 

 岩井議員。 

○６番（岩井友子議員） 賛成討論を行います。討論

で一番申し上げたいのは、馬込斎場の改修工事につい

ての点です。債務負担行為でついているということで、

令和２年の末から具体的に動き始めるということなん

ですけれども、影響がかなり大きく出ます。それで、

まだ関係者は全然知りません。ここで仕事をされてい

る業者さんたちも２年間式場が使えなくなるというこ

とを知りませんし、ましてや関係住民は全然知らない

ところで、馬込斎場の式場が２年間使えなくなるとい

うのは非常に大きな影響が出ます。特に民間式場を使

えなくて公共式場を使っているという人たちがいま

す。そういう人たちが困ることになるという点では、

公的な斎場の役割を考えたときに、工事だから、やむ

を得ないからでは済まない内容を含んでいると思いま

す。そういう点で、関係市の意見を十分聞いた上での

事務になっているようにはどうも思えませんので、関

係市の意見もきちんと聞いて、それで是正をしていた

だきたい。まだ１年間あるわけですから、その間に実

施設計が上がって以降でもどういう改善ができるのか

というのはしっかりと取り組んでいただきたいと思い

ます。 

 それと、しおかぜホールの交通のことが質疑であり

ましたけれども、工事期間中、馬込の改修工事をやっ

ているときには、ましてや遠くから行かなきゃいけな

いという人たちが出てくるわけです。そういう地域の

人たちがどうやってしおかぜまで行けばいいのかとい

う声も聞いています。そういう点でも、交通の利便性

というのはしっかり考えていただかなきゃいけないこ

とだと思いますので、この点についてしっかり取り組

んでいただきたいということを要望して賛成いたしま

す。 

○議長（江野澤隆之議員） 他に討論はありませんか。 

     ［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（江野澤隆之議員） 討論なしと認めます。 

 よって、討論を終結します。 

   ……………………………………………… 

○議長（江野澤隆之議員） これより採決に入ります。 

 本案を原案のとおり可決することに賛成の方の起立

を求めます。 

     ［賛成者起立］ 

○議長（江野澤隆之議員） 起立全員であります。 

 よって、本案は原案のとおり可決することに決しま

した。 

   ────────────────── 

○議長（江野澤隆之議員） 日程第３、議案第２号四

市複合事務組合職員定数条例及び日程第４、議案第３

号四市複合事務組合会計年度任用職員の給与等に関す

る条例の２議案を一括して議題といたします。 

     [議案第２号及び第３号は巻末に掲載] 

○議長（江野澤隆之議員） 提出者から説明を求めま

す。 

 事務局長。 

○事務局長（只縄浩之） それでは、議案の１ページ

をお開きください。議案第２号四市複合事務組合職員

定数条例について説明いたします。 

 条例の対象となる職員を一般職の常勤職員とし、地

方公務員法で常勤の職員として改めて定義された臨時

的任用職員の取り扱いについて規定を整備するほか、

条例の対象から外される職ではありますが、嘱託の職

については、現在も将来も任用がないものとして削除

します。この条例の施行日は令和２年４月１日として

います。 

 続いて、議案の３ページをお開きください。議案第
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３号四市複合事務組合会計年度任用職員の給与等に関

する条例について説明いたします。 

 地方公務員法及び地方自治法の改正により、令和２

年４月１日から会計年度任用職員制度が開始されるた

め、会計年度任用職員の給与等について定めるもので

す。 

 条例の構成は、第１条で趣旨を規定し、以下、第２

条で給与の種類、第３条で給与及び費用弁償の支払い、

第４条で給料及び基本報酬、第５条でパートタイム会

計年度任用職員の報酬の支払い、第６条で給与の減額、

第７条で地域手当、第８条で通勤手当等、第９条で時

間外勤務等に係る手当等、第10条で端数計算、第11条

で勤務１時間当たりの給与額の算出、第12条で期末手

当、第13条で管理者が特に必要があると認める会計年

度任用職員の給料及び基本報酬、最後に第14条で委任

を規定しています。 

 また、附則において、施行日を令和２年４月１日と

することと、基本報酬の額が下がる職員に対する経過

措置を規定しています。 

 以上が条例案の説明となります。 

   ……………………………………………… 

○議長（江野澤隆之議員） これより質疑に入ります。 

 質疑はありますか。 

     ［「質疑なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（江野澤隆之議員） 質疑なしと認めます。 

 よって、質疑を終結します。 

   ……………………………………………… 

○議長（江野澤隆之議員） まず、日程第３、議案第

２号四市複合事務組合職員定数条例について討論に入

ります。 

 なお、討論は反対討論と賛成討論を交互に行います。 

 討論はありますか。 

     ［「はい」と呼ぶ者あり］ 

○議長（江野澤隆之議員） まず、反対討論の方の発

言を許します。 

     ［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（江野澤隆之議員） 次に、賛成討論の方の発

言を許します。 

 岩井議員。 

○６番（岩井友子議員） 議案第２号の職員の定数条

例については、会計年度任用職員の導入に伴って事務

を正確に行うために必要な条例の制定だと思いますの

で、賛成といたします。 

○議長（江野澤隆之議員） 他に討論はありませんか。 

     ［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（江野澤隆之議員） 討論なしと認めます。 

 よって、討論を終結します。 

   ……………………………………………… 

○議長（江野澤隆之議員） これより採決に入ります。 

 本案を原案のとおり可決することに賛成の方の起立

を求めます。 

     ［賛成者起立］ 

○議長（江野澤隆之議員） 起立全員であります。 

 よって、本案は原案のとおり可決することに決しま

した。 

   ……………………………………………… 

○議長（江野澤隆之議員） 次に、日程第４、議案第

３号四市複合事務組合会計年度任用職員の給与等に関

する条例について討論に入ります。 

 なお、討論は反対討論と賛成討論を交互に行います。 

 討論はありますか。 

     ［「はい」と呼ぶ者あり］ 

○議長（江野澤隆之議員） まず、反対討論の方の発

言を許します。 

     ［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（江野澤隆之議員） 次に、賛成討論の方の発

言を許します。 

 岩井議員。 

○６番（岩井友子議員） 賛成討論をいたします。会

計年度任用職員の給与に関する条例です。実際に単価

がどうなるのか、支払い総額がどうなるのかというこ

とで見せていただきました。時給換算で言うと、時給

が最大で67円下がる方もいらっしゃるんですけれど

も、トータルで期末手当を含めると、年収が23万3,000

円ぐらいふえるということになっています。トータル

で年収が下がるところがなく、全体として引き上げに

なっているということで、この会計年度任用職員の制

度の導入に伴って４市の職員の待遇改善につながると
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受けとめておりますので、賛成といたします。 

○議長（江野澤隆之議員） 他に討論はありませんか。 

     ［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（江野澤隆之議員） 討論なしと認めます。 

 よって、討論を終結します。 

   ……………………………………………… 

○議長（江野澤隆之議員） これより採決に入ります。 

 本案を原案のとおり可決することに賛成の方の起立

を求めます。 

     ［賛成者起立］ 

○議長（江野澤隆之議員） 起立全員であります。 

 よって、本案は原案のとおり可決することに決しま

した。 

   ────────────────── 

○議長（江野澤隆之議員） 次に、日程第５、議案第

４号専決処分の承認を求めることについてを議題とい

たします。 

     [議案第４号は巻末に掲載] 

○議長（江野澤隆之議員） 提出者から説明を求めま

す。 

 事務局長。 

○事務局長（只縄浩之） それでは、議案の15ページ

をお開きください。議案第４号専決処分の承認を求め

ることについてを説明いたします。 

 船橋市議会の令和元年第３回定例会で、市長などの

特別職と議員などの非常勤の特別職の期末手当の額を

年間4.45カ月から4.5カ月に0.05カ月分引き上げる条

例案が上程されましたが、今年度と来年度は引き上げ

を見送る修正案が可決されました。四市複合事務組合

の条例では、船橋市の条例を準用する規定となってい

ますが、今回の船橋市の条例案の修正は船橋市の個別

の事情によるものであり、本組合としては、そこまで

準用すべきではなく、年間4.5カ月に引き上げるのが適

当と判断しました。 

 本来であれば、本組合の関係条例の改正条例を議決

していただかなければなりませんが、特に緊急を要す

るため、議会を招集する時間的余裕がありませんでし

たので、地方自治法第179条第１項の規定により専決処

分させていただきました。つきましては、同条第３項

の規定により議会の承認を求めるものでございます。 

   ……………………………………………… 

○議長（江野澤隆之議員） これより質疑に入ります。 

 質疑はありますか。 

 岩井議員。 

○６番（岩井友子議員） 0.05月分引き上げるのが妥

当という御説明だったんですが、その理由を教えてく

ださい。 

○議長（江野澤隆之議員） 管理次長。 

○管理次長（村山芳和） 船橋市さんが0.05下がった

ことによるものについては、船橋市さんの行財政改革

に関する一環のもので、４市が構成する組合に適用す

るのは適当でないと言えるものでございます。 

 以上でございます。 

○議長（江野澤隆之議員） 他に質疑はありませんか。 

     ［「質疑なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（江野澤隆之議員） 質疑なしと認めます。 

 よって、質疑を終結します。 

   ……………………………………………… 

○議長（江野澤隆之議員） これより討論に入ります。 

 なお、討論は反対討論と賛成討論を交互に行います。 

 討論はありますか。 

     ［「あります」と呼ぶ者あり］ 

○議長（江野澤隆之議員） まず、反対討論の方の発

言を許します。 

 岩井議員。 

○６番（岩井友子議員） 反対の討論を行います。期

末手当の引き上げなんですけれども、4.45月から4.5

月に上げるという処分の中身になっております。もと

もと各自治体ごとに多分やっていると思いますけれど

も、この4.45から4.5に引き上げるというのは、人事院

勧告に基づいて一般職の職員についての引き上げの勧

告であって、特別職の職員まで引き上げろということ

ではないんですね。それに連動して特別職も0.05月上

げてはいますけれども、本来であれば理由がないんで

す。上げる理由がないのに特別職の期末手当が上がっ

ているということで、そういうことについては今の経

済動向を見ても、関係市の市民の生活ぶりを見ても、

特別職を理由なく期末手当を上げるということにはと
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ても同意できるものではありませんので、反対いたし

ます。 

○議長（江野澤隆之議員） 次に、賛成討論の方の発

言を許します。 

     ［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（江野澤隆之議員） 他に討論はありませんか。 

     ［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（江野澤隆之議員） 討論なしと認めます。 

 よって、討論を終結します。 

   ……………………………………………… 

○議長（江野澤隆之議員） これより採決に入ります。 

 本案を原案のとおり可決することに賛成の方の起立

を求めます。 

     ［賛成者起立］ 

○議長（江野澤隆之議員） 起立多数であります。 

 よって、本案は原案のとおり可決することに決しま

した。 

   ────────────────── 

○議長（江野澤隆之議員） 日程第６、議案第５号公

平委員会委員選任の同意を求めることについてを議題

といたします。 

     [議案第５号は巻末に掲載] 

○議長（江野澤隆之議員） 職員に議案を朗読させま

す。 

     ［職員朗読］ 

○議長（江野澤隆之議員） お諮りします。 

 本案については、直ちに採決に入りたいと思います。

これに御異議ございませんか。 

     ［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（江野澤隆之議員） 異議なしと認めます。 

 よって、直ちに採決いたします。 

 本案に同意することに賛成の方の起立を求めます。 

     ［賛成者起立］ 

○議長（江野澤隆之議員） 起立全員であります。 

 よって、本案は同意することに決しました。 

   ────────────────── 

○議長（江野澤隆之議員）日程第７、会議録署名議員

の指名を行います。 

 会議録署名議員に勝又勝議員及び入沢俊行議員を指

名します。 

   ────────────────── 

○議長（江野澤隆之議員） 以上で、本定例会の会議

に付された事件の審議は全部終了しました。 

   ────────────────── 

○議長（江野澤隆之議員） これをもちまして、令和

２年第１回四市複合事務組合議会定例会を閉会しま

す。ありがとうございました。御苦労さまでした。 

     午後３時７分閉会 

   ────────────────── 

［出席者］ 

◇出席議員（12人） 

        議 長   江野澤 隆 之 
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